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ケ ア 方 針 
特別養護老人ホームヴィレージュ 

◼ 施設職員としての理解 

① 施設職員としての心得（役割） 

「日常生活で困っていることをお手伝いする」 

「日常生活の中で楽しみや安全・安心を提供する」ことを念頭におき、ケアにあたる 

② 適切なケア（技術）の提供 

食事・入浴・排泄等の日常生活の中で、基本に基づいた適切な技術で 

施設（職員）都合ではなく、入所者一人ひとりに合った介助方法の活用 

③ チームケアの理解とコミュニケーションの充実 

入所者の心身状態の把握や、ケアの連携等を図るため、介護職同士や多職種との  

コミュニケーションを充実させケアの個別案件にも対応可能な連携を充実させる 

④ 接遇の理解 

「相手を思いやる気持ち」を持って、入所者との関わりはもちろんのこと、職員間で

もコミュニケーションがとりやすい環境つくりの徹底 

 

◼ ケアの目的 

① 丁寧（安心と安全の提供） 

直接介護において、相互に危険リスクを伴うことのないよう、適切なケアで安心と安

全面を提供する 

② 効率的（手際） 

創意・工夫をし、入所者負担の軽減を第一とした業務効率を考え、無駄のないケア内

容を行うことで、入所者・職員双方において負担軽減が図られ、生産性のある業務効

率化を実施する 

 

◼ 三つの視野（力） 

① 観察力 

日常生活の中で些細な変化に気づけるような視野を持つ 

② 洞察力 

変化が起きた時に「なぜそのような変化が起きたのか」観察する視野を持つ 

③ 想像力 

ひとつひとつのケアに対し前後の内容までイメージする視野を持つ 


